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策
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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…
…
…
…
…
…
…
…

問
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
関

連
す
る
事
業
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
未
婚
の
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
に
対
す
る

臨
時
・
特
別
給
付
金
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
、

総
額
５
億
４
９
３
２
万
７
千

円
を
計
上
し
て
い
る
。

問
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
は
今
後
ど
の
よ
う
な
枠
組

み
で
事
業
を
進
め
る
の
か
。

答
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
い
て
、
農
業
や
観

光
の
振
興
に
加
え
、
地
域
活

性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に

も
、
さ
ら
に
幅
広
い
分
野
で

の
連
携
を
図
っ
て
進
め
た
い
。

問
待
機
児
童
の
状
況
は
。

答
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

の
待
機
児
童
数
は
公
表
に
向

け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
が
、

民
間
保
育
所
等
の
整
備
等
に

よ
り
、
利
用
保
留
児
童
数
が

減
少
し
て
お
り
、
待
機
児
童

数
も
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

　今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

賛
　
　成

【
日
本
共
産
党
】

　国
は
景
気
が
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
と
い
う
が
、
８

％
増
税
や
物
価
上
昇
を
除
く

と
家
計
消
費
や
労
働
者
の
賃

金
は
マ
イ
ナ
ス
に
。
雇
用
が

増
え
た
と
い
う
が
、
約
７
割

が
高
齢
者
。
次
に
多
い
の
が

15
歳
か
ら
24
歳
の
学
生
。
全

体
の
７
割
が
不
安
定
な
非
正

規
雇
用
で
あ
る
。
増
税
の
緩

和
策
と
し
て
ポ
イ
ン
ト
還
元

や
イ
ン
ボ
イ
ス
・
適
格
請
求

書
が
導
入
さ
れ
、
事
業
主
の

手
間
や
費
用
負
担
が
増
大
す

る
。
日
本
共
産
党
は
、
低
所

得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る

逆
進
性
が
高
い
消
費
税
増
税

で
は
な
く
、
担
税
力
に
応
じ

た
負
担
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
不
景
気
な
中
で
の
10
％

増
税
は
暮
ら
し
や
経
済
を
さ

ら
に
壊
す
。
よ
っ
て
10
月
か

ら
の
消
費
税
増
税
中
止
を
国

に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

反
　
　対

【
自
由
民
主
党
】

　民
主
党
・
自
民
党
・
公
明

党
の
三
党
合
意
に
よ
り
、
消

費
税
率
を
２
０
１
４
年
に
８

％
、
２
０
１
５
年
に
は
10
％

に
引
き
上
げ
る
法
案
が
提
出

さ
れ
可
決
成
立
し
た
。
そ
の

後
、
８
％
に
引
き
上
げ
る
も
、

経
済
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は

延
期
と
さ
れ
て
き
た
状
況
で

あ
る
。
少
子
高
齢
化
現
象
に

よ
り
現
役
世
代
の
負
担
が
高

ま
る
中
、
特
定
の
世
代
に
負

担
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
な
く

国
民
全
体
で
広
く
負
担
し
て

い
く
消
費
税
こ
そ
が
、
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
社
会
保
障

の
財
源
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
る
。
８
％
へ
の
引
き
上
げ

の
際
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

子
育
て
支
援
施
策
や
高
齢
者

福
祉
、
低
所
得
者
対
策
等
、

多
く
の
支
援
策
を
打
ち
出
し

な
が
ら
、
国
の
財
政
健
全
化

に
も
寄
与
で
き
る
10
％
へ
の

引
き
上
げ
は
、
国
家
の
将
来

を
見
据
え
る
と
大
変
重
要
な

施
策
と
考
え
る
。

　故
に
、
消
費
税
率
10
％
へ

の
引
き
上
げ
に
は
賛
成
の
た

め
、
請
願
第
１
号
に
対
し
て

反
対
す
る
。

反
　
　対

【
日
本
共
産
党
】

　消
費
税
10
％
へ
の
増
税
が

前
提
で
あ
り
、
保
険
料
軽
減

の
財
源
と
し
て
は
、
消
費
税

増
税
分
が
充
て
ら
れ
る
。

　消
費
税
８
％
へ
増
税
後
、

市
民
生
活
は
厳
し
く
、
さ
ら

な
る
消
費
増
税
で
生
活
は
成

り
立
た
な
く
な
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
消
費
税
は
低
所

得
者
ほ
ど
負
担
率
が
高
く
な

る
た
め
、
低
所
得
者
対
策
と

し
て
介
護
保
険
料
の
軽
減
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
消
費
税
を

財
源
と
す
る
の
は
不
適
切
で

あ
り
、
そ
も
そ
も
消
費
税
を

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　ま
た
、
本
条
例
改
正
に
よ

る
保
険
料
の
軽
減
は
、
令
和

２
年
度
ま
で
と
期
限
が
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
低
所
得
者

対
策
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

期
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
議

案
に
反
対
で
あ
る
。

反
　
　対

【
日
本
共
産
党
】

　消
費
税
増
税
を
準
備
す
る

予
算
。
補
正
予
算
６
億
８
千

万
円
の
う
ち
５
億
５
千
万
円

が
消
費
税
増
税
に
関
連
し
、

財
源
も
増
税
分
を
見
込
ん
だ

国
の
お
金
が
充
て
ら
れ
る
。

　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

非
課
税
世
帯
と
子
育
て
世
代

に
限
定
さ
れ
、
事
業
者
の
参

加
は
消
極
的
で
使
え
る
店
舗

が
増
え
る
見
通
し
も
立
た
な

い
。
消
費
税
増
税
は
将
来
に

わ
た
っ
て
生
活
の
負
担
と
な

り
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
や
商
品

券
で
増
税
分
は
賄
え
な
い
。

　困
窮
者
は
消
費
税
で
苦
し

む
た
め
、
臨
時
給
付
や
負
担

軽
減
の
財
源
を
消
費
税
と
す

る
の
は
不
適
切
。
介
護
保
険

料
の
軽
減
は
期
限
が
あ
り
、

将
来
の
負
担
を
補
え
な
い
。

　景
気
が
悪
化
す
る
状
況
で

増
税
を
強
行
す
れ
ば
経
済
に

深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

賛
　
　成

【
公
明
党
】

　民
主
党
政
権
時
に
三
党
合

意
修
正
し
た
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
関
連
法
案
で
、

消
費
税
を
段
階
的
に
８
％
、

10
％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
と

し
た
。
こ
の
合
意
の
根
幹
を

な
す
の
は
、
社
会
保
障
の
財

源
確
保
と
財
政
健
全
化
を
目

指
す
も
の
で
、
次
世
代
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
こ
と
へ

の
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
10
％
の
引
き
上
げ

が
２
回
先
送
り
さ
れ
て
き
て

い
る
中
で
、
こ
れ
以
上
将
来

へ
の
負
担
を
先
送
り
で
き
な

い
。
公
明
党
も
与
党
と
し
て

軽
減
税
率
導
入
な
ど
各
種
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

回
の
議
案
は
川
越
市
が
国
の

対
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
消

費
税
変
更
時
の
対
策
が
十
分

反
映
さ
れ
た
補
正
予
算
で
あ

り
、
市
民
に
対
す
る
措
置
も

多
く
計
上
さ
れ
て
お
り
、
市

の
対
策
を
高
く
評
価
す
る
も

の
で
あ
る
。
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